
わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

▼
全
国
65
歳
以

上
の
高
齢
難
聴

者
数
は
、
日
本

老
年
医
学
会
の

発
表
に
よ
る
と

１
６
５
５
万
３

千
人
に
も
及
び
、

70
歳
か
ら
74
歳

群
で
は
62
・５
％

も
占
め
て
い
ま

す
。▼
加
齢
性
難
聴
に
よ
っ
て
、

耳
が
聞
こ
え
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
日
常
生
活
に
大
き
な
支

障
を
き
た
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
減
り
、
会
話
す
る
こ

と
で
脳
に
入
っ
て
来
る
情
報

が
少
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
脳
の
機
能
低
下
に
つ
な
が

り
、
認
知
症
に
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
▼
良
く
聞
こ
え

て
、
対
話
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

を
聞
く
こ
と
が
出
来
る
こ
と

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
の
生
き

甲
斐
で
す
。
▼
加
齢
性
難
聴
を

早
期
に
発
見
す
る
為
に
は
、
耳

鼻
科
医
師
に
よ
る
検
査
に
よ

っ
て
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
に
し
、
治
療
と

合
わ
せ
て
補
聴
器
を
つ
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
▼
補
聴
器

に
は
、
多
額
の
お
金
が
か
か
り

ま
す
が
、
40
デ
シ
ベ
ル
以
上
の

方
に
は
、
県
内
の
自
治
体
に
助

成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
▼
良
く

聞
こ
え
る
補
聴
器
で
す
と
数

万
円
か
ら
30
数
万
円
以
上
す

る
も
の
を
自
己
負
担
で
購
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
▼

前
橋
市
の
助
成
額
は
、
２
万
５

千
円
以
内
の
限
度
で
、
対
象
世

帯
は
、「
住
民
税
非
課
税
」
と

い
う
条
件
で
令
和
５
年
４
月

か
ら
８
月
22
日
現
在
の
申
請

者
は
17
人
の
み
で
す
。
▼
大
泉

町
の
助
成
対
象
者
は
、
65
歳
以

上
で
、
住
民
税
、
介
護
保
険
料

の
滞
納
の
無
い
方
に
、
片
方
の

耳
で
３
万
円
、
両
方
の
耳
で
年

額
５
万
円
の
購
入
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
。
両
耳
の
聴
力
は

50
デ
シ
ベ
ル
以
上
、
片
耳
の
30

ミ
リ
デ
シ
ベ
ル
乃
至
70
ミ
リ
デ

シ
ベ
ル
の
２
条
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
▼
高
齢
化
社
会
と
共
に

今
後
難
聴
者
数
は
増
加
し
ま

す
。
国
、
地
方
自
治
体
は
、
よ

く
聞
こ
え
る
補
聴
器
に
対
す

る
助
成
額
の
増
額
を
強
く
求

め
ま
す
。�

（
笠
原
寅
）

毎
週
水
曜
日全

戸
訪
問

　

群
馬
中
央
医
療
生
協
で

は
、
２
０
２
６
年
に
竣
工
を

控
え
た
前
橋
協
立
病
院
の
建

て
替
え
を
病
院
周
辺
の
住
民

の
み
な
さ
ん
に
知
ら
せ
よ
う

と
、
中
毛
地
区
で
６
月
か
ら

毎
週
全
戸
訪
問
を
始
め
、
現

在
も
継
続
中
で
す
。

「
こ
ん
に
ち
は
！
協
立
病
院
で
す
！
」

「
こ
ん
に
ち
は
！
協
立
病
院
で
す
！
」

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
２
０

２
２
年
５
月
に
始
ま
っ
た

「
み
ん
な
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
組
合
員
と

病
院
職
員
が
一
緒
に
、
毎
週

水
曜
日
午
後
を
全
戸
訪
問
日

と
位
置
づ
け
、
職
員
も
積
極

的
に
地
域
に
出
か
け
る
こ
と

に
決
め
、
始
ま
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
後
に
入
職
し
訪
問

～
組
合
員
・
職
員
が
一
緒
に
地
域
訪
問
実
施
中
～

行
動
に
出
る
こ
と
自
体
が
初

め
て
の
職
員
も
多
く
、
経
験

豊
富
な
理
事
さ
ん
と
ペ
ア
を

組
み
、
訪
問
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
地
域

に
出
か
け
ま
し
た
。

訪
問
件
数
８
０
０
件

に
の
ぼ
る

　

今
回
は
前
橋
協
立
病
院
に

近
い
地
域
か
ら
訪
問
を
始
め

「
利
用
し
や
す
そ
う
」

の
声
も

　

参
加
し
た
職
員
の
感
想
を

紹
介
し
ま
す
。

・
直
接
お
話
し
で
き
た
方
に

協
立
病
院
の
良
さ
を
聞
け
て

嬉
し
か
っ
た
。
ポ
ス
ト
イ
ン

だ
け
で
な
く
、
直
接
地
域
の

方
と
話
す
こ
と
に
意
味
が
あ

る
と
思
っ
た
。

・
訪
問
し
た
際
に
は
快
く
対

応
し
て
い
た
だ
き
、
医
療
機

関
の
利
用
状
況
を
伺
う
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
の
受
診
に

も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
よ
か
っ
た
。「
利
用
し

や
す
そ
う
」
と
の
嬉
し
い
声

も
い
た
だ
け
た
。

　パンフレットを受け取っ
た日～12月31日までの間で
30日間、自分に合ったチャ
レンジコースに取り組んで
いただきます。

今
年
も
始
ま
り
ま
す
！

ぐ
ん
ま
ま
る
ご
と
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

た
た
め
、
病
院
の

認
知
度
も
高
く
、

突
然
の
訪
問
で
も

快
く
対
応
し
て
く

だ
さ
る
方
が
多

く
、
協
立
病
院
へ

の
温
か
い
意
見
や

職
員
の
激
励
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
方

も
い
ま
し
た
。
真

夏
の
35
℃
を
超
え

る
暑
い
中
で
も
訪

問
は
続
け
ら
れ
、

み
ん
な
の
強
い
意

思
の
も
と
、
９
月

６
日
現
在
、
訪
問

件
数
は
８
０
６
件

に
も
の
ぼ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
訪
問
行
動

は
今
後
も
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

⑴ 　　　��（毎月１回１日発行） く　ら　し　と　健　康　 2023.10.1 第690号く　ら　し　と　健　康  1980年７月14日（第三種郵便物認可）
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皆が集まれる魅力あるコミュニティ拠点を！

　９月12日（火）に開催された生活支援プロジェクト会議では、
みんなが集まれる「コミュニティ拠点」としてどんな魅力を求
めていくか、組合員と職員で意見を出し合いました。世代を超
えた様々な人たちが利用できる、ホッとできる場、など夢がふ
くらむ話し合いになりました。主な意見を紹介します。

◆  ゆっくり休めるスペースが
あったらいいね！

◆  子どもが遊べる空間がほし
い！

◆  ウォーキングコースがあっ
て雨よけあるといよね！

◆  食堂やカフェがあったらく
つろげるね！

◆  組合員の作品を展示できる
ところがほしいね！

◆  地域防災の拠点にもした
い！

～新病院建設に向けて～
アクセスよくするためにバス停変更を！

　新しい病院の正面玄関は南向きで来年度開通予定の

江田天川大島線から出入りする計画になっています。現

在は病院隣のあおば薬局前にあるマイバス東循環のバ

ス停を新しい病院の玄関前に引き込めれば病院へのア

クセスが大変よくなります。ただ、バス停を変更するこ

とは容易なことではありません。この間、「住みよいま

ちづくり散策」や「バリアフリー調査」などでつながっ

た団体とも連携し、バス停変更の実現に向けて前橋市と

懇談するなど動き始めています。

「組合員・職員合同研修会」４年ぶりに対面で開催

コミュニティ拠点構想から医療福祉生協について学びあう
　８月24日（木）に組合員職員合同研修会が前橋市の産業技術センターで開催されました。

当日は、組合員は理事・支部運営委員など48人、職員は職責者・管理者など49人で合計97

人の方が参加しました。新型コロナウイルスの再流行のため、当日のグループワークはなく

なりましたが、久々に顔を合わせて行う合同研修会の開催となり、来場者からも前向きな感

想が多数寄せられました。

　記念講演は医療福祉生協連の片山忍専務理事から「群馬中央医療生協『みんなのコミュニ

ティ拠点構想』」から医療福祉生協の役割を考える」と題してお話いただきました。前半は、

新病院建設に向けた「生活支援プロジェクト」として組合員と職員合同で作成した生活支援

課題（11項目）を掘り深めながら、全国の医療福祉生協の先進的な取り組みを紹介いただき

ました。後半では、医療福祉生協がめざすべき「地域まるごと健康づくり」のイメージをふ

まえ、社会参加としてつながりづくりや居場所づくりなどで特徴的な活動を紹介しました。最

後に、「事業継続が組合員の財産を守り、くらしを守ることであり、そのためには新病院建設

に向けて財務と組織の強化が重要になる」と述べ、「出資金で“夢”をかたちにしていきまし

ょう」と呼びかけました。

　続いて、新病院建設事務局長の石沢奈緒子事業部長が「新病院基本構想と設計議論の到達」

を、組合員活動課の西野竜也課長が７月からスタートした病院周辺への地域訪問行動の様子

をそれぞれ報告しました。

　地域からの取り組みでは、中毛地区の中島進理事から地元地域のバス停のバリアフリー調

査について、秋山ユミ子理事から新病院を知らせるための玄関前行動についての報告があり

ました。大泉千代田支部の松尾初美さんから

は、「ゆびのば体操」の実演指導があり、会場の

参加者も積極的に体験をしました。

　最後に、長谷川敦子専務理事がまとめを行

い、生協強化月間に向けて「新病院竣工まであ

と３年、『安心してくらし続ける』を支える地域

のコミュニティ拠点建設を知らせ、仲間増やし

と増資を多くの方に呼びかけようと」と提起し

終了となりました。

　新病院建設のための増資呼びか

けは気が重かったけど、一大プロジ

ェクトに関われることを喜びとし

て頑張っていきたい。 （組合員）

　病院周辺の全戸訪問、病院玄関前

行動の報告に力強さを感じます。ひ

とりではなかなかできないけど、皆

で力をあわせてやりきりたい。

 （組合員）

　「地域まるごと健康づくり」の拠

点である前橋協立病院が新しくな

ることは、希望だと思う。

 （組合員）

　みんなの「願い」を実現できる拠

点となるような居場所づくり、かか

りつけ医機能を発揮できる外来に

したい。 （職員）

　生活協同組合が優しくも力強い

団体なのだとあらためて学んだ。組

合員さんと職員で協働して優しく

あたたかい地域づくりに参加した

いと思った。 （職員）

＊参加者の感想

⑵く　ら　し　と　健　康2023.10.1 第690号 　く　ら　し　と　健　康



シ
リ
ー
ズ
　
訪 

問 

看 

護 

②

～
通
院
が
困
難
に
な
っ
て
も
、
安
心
し
て
在
宅
で

療
養
を
続
け
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
～

「
訪
問
診
療（
往
診
）を
受
け
な
が
ら
利
用
」

脳神経外科外来についてのご案内
前橋協立病院　医師　瀧口　道生

　

今
は
病
院
や
診
療
所
に

通
院
す
る
こ
と
が
出
来
て

も
、
い
つ
か
は
通
院
が
難

し
く
な
っ
て
く
る
時
が
来

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
膝

や
腰
の
痛
み
で
長
い
距
離

を
歩
く
こ
と
が
大
変
に
な

っ
て
き
た
方
、
認
知
症
で

外
来
予
約
日
を
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
方
な
ど
、
一

人
で
は
通
院
が
困
難
な
方

が
お
近
く
に
い
ま
せ
ん
か

？
　

通
院
が
困
難
に
な
っ
た

時
は
、
医
師
に
家
に
来
て

も
ら
う
訪
問
診
療
（
往
診
）

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま

す
。
訪
問
診
療
は
、
月
に

１
回
ま
た
は
２
回
な
ど
予

定
を
決
め
て
医
師
が
訪
問

し
ま
す
。
健
康
状
態
の
確

認
と
と
も
に
在
宅
で
療
養

を
続
け
る
た
め
の
指
導
を

し
て
く
れ
ま
す
。

　

一
人
で
通
院
の
困
難
な

方
は
、
日
常
的
な
健
康
管

理
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、

急
な
体
調
不
良
時
の
対
応

が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
ん
な
時
に
は
、

訪
問
看
護
を
頼
り
に
し
て

く
だ
さ
い
。
多
く
の
訪
問

診
療
を
受
け
て
い
る
方

は
、
主
治
医
の
指
示
の
も

と
訪
問
看
護
を
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
体
調
管
理
の

支
援
や
介
護
相
談
、
入
浴

の
介
助
や
排
泄
の
介
助
な

ど
日
常
の
介
護
か
ら
、
尿

道
カ
テ
ー
テ
ル
の
管
理
・

点
滴
や
酸
素
療
法
な
ど
医

療
的
管
理
も
行
っ
て
い
ま

す
。
24
時
間
３
６
５
日
電

話
で
の
ご
相
談
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急

時
に
は
、
臨
時
で
訪
問
し

主
治
医
へ
報
告
致
し
ま

す
。

　

通
院
が
困
難
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
ご
自
宅
で
療

養
で
き
、
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　

訪
問
診
療
や
訪
問
看
護

は
、
主
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
が
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
が
、
気
に
な
る
方

は
お
気
軽
に
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
た
ん
ぽ
ぽ
へ

ご
連
絡
下
さ
い
。

城
東
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
た
ん
ぽ
ぽ

管
理
者　

堀
口　

陽
子

広瀬訪問看護ステーションたんぽぽ
　前橋市天川大島町57-1　☎027-287-1010

城東訪問看護ステーションたんぽぽ
　前橋市城東町3丁目-20-2　　☎027-235-0886

東長岡訪問看護ステーションたんぽぽ
　太田市石原町927	　　　☎0276-48-5115

　前橋協立病院に脳神経外科の外来が開設されて半年が
経過しますが、多くの方に知られているとは言えない状態
ですので、あらためてご案内します。
　毎週水曜日と金曜日の午前中に行なっています。（診察

室は整形外科と同じところ）担当医師は、この紙面に今月号まで３回に亘
って、脳卒中についての最新の知識を総合的にわかりやすく解説してくだ
さった朝倉健先生です。
　朝倉先生は、今年の３月まで前橋赤十字病院の副院長・脳神経外科部長の要
職にあって、４月から、協立病院で常勤医師として勤務しておられます。これ
まで前橋のみならず群馬県内全域の脳卒中患者さんについて発症直後の急性
期治療からリハビリ医療までのレベルアップをすすめるために、文字通り、中心
的な役割を担ってこられて、群馬県内、脳卒中治療の第一人者として誰でもが
認める先生です。協立病院では主としてリハビリ病棟を担当していますが、週
２回の脳神経外科外来では脳卒中に限らず、頭痛やめまいなども含めて、脳に
かかわる異常ではないかと不安に思う症状で悩んでおられる方の診療を丁寧に
やさしく、わかりやすく行なってくれています。皆さま気軽にご利用ください。

頭痛でお悩みの方、
脳梗塞・脳出血後、

パーキンソン病などの方へ
ご心配な方はぜひ一度ご相談ください。

前橋協立病院　脳神経外科外来　毎週水・金の午前

月 火 水 木 金 土

午前 - - 朝倉 - 朝倉 -

朝倉　健　医師
　	脳神経外科専門医、脳卒中学会専門医、
　脳神経血管内治療学会専門医。

問い合わせ先
　前橋協立病院　電話	027-265-3511（代表）
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脳
卒
中
っ
て
な
に
？

 ―

脳
卒
中
の
外
科
的
治
療―
脳
卒
中
っ
て
な
に
？

 ―

脳
卒
中
の
外
科
的
治
療―
脳
卒
中
っ
て
な
に
？

 ―

脳
卒
中
の
外
科
的
治
療―
第３回第３回第３回
特　集

　

こ
ん
に
ち
は
、前
橋
協
立
病
院
脳
神

経
外
科
の
朝
倉
で
す
。
今
回
は「
脳
卒

中
っ
て
な
に
？
」４
回
シ
リ
ー
ズ
の
３

回
目
、私
の
専
門
分
野
で
あ
る
「
脳
卒

中
の
外
科
的
治
療
」の
お
話
で
す
。
脳

卒
中
は
点
滴
薬
や
飲
み
薬
な
ど
の
内

科
的
治
療
が
必
ず
な
さ
れ
ま
す
が
、手

術
が
必
要
な
疾
患
も
あ
り
ま
す
。そ
の

代
表
例
は
脳
動
脈
瘤
が
破
裂
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
じ
る
く
も
膜
下
出
血

で
す
。

く
も
膜
下
出
血
の
治
療

　

く
も
膜
下
出
血
の
ほ
と
ん
ど
の
原

因
は
脳
動
脈
瘤
の
破
裂
で
す
。脳
動
脈

瘤
は
出
血
し
な
い
限
り
、頭
の
中
に
あ

る
か
ど
う
か
は
脳
血
管
を
調
べ
な
い

と
わ
か
り
ま
せ
ん
。脳
動
脈
瘤
の
壁
は

非
常
に
薄
く
、手
術
の
時
に
顕
微
鏡
で

見
る
と
瘤
内
の
血
流
が
渦
を
巻
い
て

い
る
の
が
見
え
る
く
ら
い
で
す
。一
度

破
れ
た
動
脈
瘤
は
再
び
破
け
や
す
く
、

な
る
べ
く
早
く
出
血
し
な
い
よ
う
に

処
置
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。く

も
膜
下
出
血
の
手
術
は
く
も
膜
下
出

血
を
取
り
除
く
手
術
で
は
な
く
、脳
動

脈
瘤
の
再
出
血
を
予
防
す
る
手
術
で

あ
り
、く
も
膜
下
出
血
は
自
然
に
吸
収

さ
れ
る
の
を
待
ち
ま
す
。

　

脳
動
脈
瘤
の
手
術
は
ク
リ
ッ
ピ
ン

グ
術
と
コ
イ
ル
塞
栓
術
が
あ
り
ま
す
。

ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
は
頭
を
開
け
て
手

術
用
顕
微
鏡
で
見
な
が
ら
脳
動
脈
瘤

の
根
本
を
チ
タ
ン
製
の
ク
リ
ッ
プ
で

は
さ
む
手
術
で
す
。（
図
１
）
コ
イ
ル

塞
栓
術
は
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
細
い

チ
ュ
ー
ブ
を
足
の
付
け
根
の
動
脈
に

入
れ
、そ
の
カ
テ
ー
テ
ル
に
中
に
さ
ら

に
細
い
カ
テ
ー
テ
ル
を
脳
動
脈
瘤
ま

で
導
き
、プ
ラ
チ
ナ
製
の
コ
イ
ル
を
瘤

内
に
充
満
さ
せ
る
新
し
い
治
療
法
で

す
。（
図
２
）そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、

動
脈
瘤
の
場
所
・
大
き
さ
・
形
、
患
者

さ
ん
の
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
治
療
法

を
決
め
ま
す
。コ
イ
ル
塞
栓
術
は
専
門

的
な
手
技
な
の
で
血
管
内
手
術
専
門

医
が
行
う
こ
と
が
望
ま
し
く
、ど
こ
で

も
で
き
る
手
術
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
や
コ
イ
ル
塞
栓

術
で
脳
動
脈
瘤
の
再
出
血
を
予
防
で

き
て
も
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。発
症
か

ら
約
２
週
間
は
脳
血
管
れ
ん
縮
と
い

っ
て
、く
も
膜
下
出
血
が
脳
血
管
を
縮

め
る
現
象
が
あ
り
、脳
梗
塞
を
起
こ
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。患
者
さ
ん
の
栄

養
状
態
を
保
ち
、様
々
な
薬
剤
を
使
っ

て
脳
血
管
れ
ん
縮
の
時
期
を
乗
り
切

っ
た
次
は
水
頭
症
で
す
。く
も
膜
下
出

血
に
よ
っ
て
脳
脊
髄
液
が
う
ま
く
吸

収
で
き
ず
脳
の
中
に
脳
脊
髄
液
が
だ

ん
だ
ん
貯
ま
っ
て
く
る
と
意
識
が
悪

く
な
っ
た
り
、尿
失
禁
や
歩
行
障
害
が

生
じ
ま
す
。水
頭
症
は
脳
に
貯
ま
っ
た

脳
脊
髄
液
を
細
い
チ
ュ
ー
ブ
を
埋
め

込
ん
で
お
腹
に
流
す
脳
室
腹
腔
短
絡

術
と
い
う
比
較
的
安
全
な
手
術
で
治

療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

く
も
膜
下
出
血
の
治

療
を
行
っ
た
方
の
約
半

数
は
社
会
復
帰
で
き
ま

す
。最
初
の
出
血
の
程
度

で
運
命
は
決
ま
る
と
言

っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

脳
出
血
の
手
術

　

私
は
歴
史
が
好
き
な

の
で
す
が
、戦
国
時
代
の

越
後
の
武
将
上
杉
謙
信

は
お
酒
が
大
好
き
で
49

才
の
時
、脳
出
血
で
亡
く

な
っ
た
よ
う
で
す
。高
血

圧
の
患
者
さ
ん
が
生
じ

や
す
い
脳
内
出
血
は
、出

血
し
た
場
所
や
出
血
の

量
や
患
者
さ
ん
の
状
態
な
ど
に
よ
っ

て
手
術
し
た
方
が
良
い
か
判
断
し
ま

す
。
一
般
的
に
手
術
を
行
う
の
は
、呼

べ
ば
う
っ
す
ら
目
を
開
け
る
く
ら
い

の
意
識
障
害
が
あ
る
場
合
で
、小
さ
な

出
血
で
意
識
が
良
い
場
合
や
大
出
血

で
呼
吸
が
止
ま
り
そ
う
な
場
合
は
手

術
し
ま
せ
ん
。

　

手
術
は
血
腫
を
取
る
こ
と
が
大
き

な
目
的
で
す
が
、以
前
は
頭
を
大
き
く

開
け
て
手
術
用
顕
微
鏡
を
用
い
て
血

腫
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、定

位
的
血
腫
吸
引
除
去
術
と
い
っ
て
、頭

に
定
位
的
手
術
用
の
装
置
を
固
定
し

た
上
で
Ｃ
Ｔ
を
撮
影
し
、血
腫
の
位
置

を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、細
い
金
属

管
を
血
腫
の
中
に
刺
し
て
血
腫
を
吸

い
取
る
手
術
が
生
ま
れ
ま
し
た
。そ
の

朝
　
倉
　
　
　
健

前
橋
協
立
病
院

脳
神
経
外
科　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

後
、神
経
内
視
鏡
を
用
い
て
頭
蓋
骨
に

小
さ
な
穴
を
開
け
る
だ
け
で
血
腫
を

き
れ
い
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。内
視
鏡
を
見
な
が
ら

確
実
に
血
腫
が
取
れ
、術
中
の
止
血
も

で
き
、
手
術
時
間
も
短
い
た
め
、
現
在

は
内
視
鏡
下
血
種
除
去
術
が
主
流
と

言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

脳
梗
塞
の
外
科
的
治
療

　

脳
梗
塞
の
治
療
は
多
く
は
内
科
的

治
療
で
す
が
、ご
く
一
部
の
方
に
外
科

的
治
療
を
行
い
ま
す
。ま
ず
比
較
的
太

い
血
管
が
詰
ま
っ
た
場
合
、t-P

A

治

療
で
は
再
開
通
さ
せ
る
こ
と
が
難
し

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、血

管
内
手
術
で
詰
ま
っ
た
血
栓
を
除
去

す
る
手
術
が
普
及
し
て
き
ま
し
た
。詰

ま
っ
た
血
管
ま
で
カ
テ
ー
テ
ル
を
導

き
、陰
圧
を
か
け
て
血
栓
を
吸
引
し
た

り
、ス
テ
ン
ト
付
き
の
カ
テ
ー
テ
ル
で

血
栓
を
搦
め
捕
っ
て
く
る
手
術
で
す
。

急
性
期
血
栓
除
去
術
は
日
本
脳
卒
中

学
会
の
定
め
た
一
次
脳
卒
中
セ
ン
タ

ー
（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
で
行
う
こ
と
が
で
き
、

t-P
A

治
療
と
同
じ
く
発
症
後
一
刻
も

早
く
行
っ
た
ほ
う
が
良
い
で
す
。２
０

図１

図２

図３

２
３
年
度
群
馬
県
は
12
の
病
院
が
Ｐ

Ｓ
Ｃ
に
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

比
較
的
慢
性
期
に
行
う
の
が
バ
イ

パ
ス
術
で
す
。脳
の
血
流
量
が
足
り
な

い
部
分
に
こ
め
か
み
の
血
管
と
脳
血

管
と
を
つ
な
い
で
血
流
を
補
う
の
で

す
。顕
微
鏡
下
に
約
１
㎜
の
血
管
に
ク

モ
の
糸
の
様
に
細
い
縫
合
糸
を
10-

12

針
か
け
て
つ
な
ぎ
ま
す
。ま
た
頸
動
脈

が
動
脈
硬
化
で
細
く
な
っ
た
時
は
、内

膜
剥
離
術
と
い
う
厚
く
な
っ
た
血
管

の
内
膜
を
削
る
手
術
が
あ
り
ま
す
。こ

の
分
野
で
も
血
管
内
手
術
の
発
達
は

目
覚
ま
し
く
、ス
テ
ン
ト
留
置
術
と
い

っ
て
心
臓
の
冠
動
脈
で
行
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
ス
テ
ン
ト
と
い
う
金
属
製

の
網
で
血
管
を
広
げ
る
治
療
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。（
図
３
）
一
般
的
に
ス

テ
ン
ト
留
置
術
の
方
が
患
者
さ
ん
の

負
担
が
少
な
く
、
入
院
期
間
も
短
く
、

内
膜
剥
離
術
よ
り
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
次
回
は
と
っ
て
お
き
の

最
終
回
、誰
も
な
り
た
く
な
い
脳
卒
中

の
予
防
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。お

楽
し
み
に
！
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仲間仲間のの作品コーナー作品コーナー

「折り紙」桐生市　嶋田純一　さん

地域活動地域活動アアララカカルルトト

川内支部　　A・Y
　久しぶりの「うたごえ」、声を出せるだけだして思い切
りうたいました。伴奏も３年ぶり、ぶっつけ本番です。
練習していた人もいたようですがアコーディオンとギタ
ーの始まり、終わりがハッキリしない伴奏になってしま
いましたが声を出し、声を出せる喜びを感じることが出
来たうたごえでした。皆さんもお出かけ下さい。

日　時：毎月第４木曜日　15：00～　２時間位
場　所：農園カフェ　さくらい（桐生市相生町4-304-1）
参加費：400円（１ドリンク）

朝倉支部
　朝倉支部では８月から毎月、支部全体でイベントを開催す
ることになりました。組合員のみならず地域の方にも気軽に
参加できるようなイベントを毎月企画しています。
　初めてのイベントは「ボッチャ体験」！７名の方が参加さ
れ、そのうち半数は初心者でしたが、ルールがとてもシンプ
ルなため、すぐにコツを掴んで夢中になってゲームを楽しん
でいました。今後も朝倉支部で定例開催していく予定です。

中毛地区
　９月20日にフレッセイ朝倉店の店舗内スペースをお借り
し、初めての「まちかど健康相談会」を開催しました。こち
らは前橋協立病院から一番近いスーパーでわずか徒歩１～２
分の距離にあり、昨年の開店時から「いつかここで健康チェ
ックができたらいいな」、と思っていたお店でした。
　当日は近隣支部の組合員さんと病院職員が一緒に健康チェ
ックコーナーを担当し、事前にお誘いしていた組合員さんや
買い物に来店された方たちが沢山立ち寄ってくださり、午前
中のわずか２時間で43名もの方が参加されました。
　普段健康チェックをする機会のある方は前回と比較し、初
めての方には内容や結果を詳しく説明させていただきまし
た。みなさんに満足していただけたようです。
　今後は毎月定例化していく予定ですので、ぜひお立ち寄り
ください。� 理事　関口　治重

「うたごえ班」３年ぶりに再開!!「うたごえ班」３年ぶりに再開!!

初めてのイベント『ボッチャ体験』！初めてのイベント『ボッチャ体験』！

まちかど健康相談会まちかど健康相談会
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ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　
御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　
二
〇
二
三
年
十
月
二
十
七
日
当

日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　
〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
券
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　
解
答
　
官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
290
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
289
回
の
答
え
》

セ
ミ
シ
グ
レ（
せ
み
時
雨
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　

農
場
。
野
球
で
も
使
い
ま
す

２　

品
書
き
に
「
…
…
」
と
あ
る
と
注

文
し
づ
ら
い
で
す
ね

３　

原
子
番
号
79
、
元
素
記
号
は
Au

４　

約
３
・
３
平
米
あ
る
計
量
単
位

５　

魚
介
類
を
生
き
た
ま
ま
食
べ
ま

す
。
…
…
食
い

６　

柄
の
付
い
た
浅
い
調
理
器
具

８　

フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
の
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
と
い
え
ば

10　

６
県
あ
り
ま
す
。
…
…
地
方

12　

ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
の
切
り
札

15　

９
月
第
３
月
曜
日
は
…
…
の
日

16　

練
習
で
す
。「
…
…
を
つ
け
る
」

19　

別
名
は
「
キ
ネ
ズ
ミ
」

20　

瀑
布
（
ば
く
ふ
）
と
も
言
う

22　

建
物
を
支
え
る
構
造
部
材

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　

岩
手
山
の
別
名
は
南
部
…
…

３　

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
開
始
で
す

７　

秋
と
い
え
ば
、
こ
の
童
謡

９　

…
…
が
鳴
っ
た
ら
出
航

10　

神
社
の
地
図
記
号
は
こ
れ

11　

人
が
い
ま
せ
ん
ね

13　

意
…
…
、
無
…
…
、
食
…
…

14　

失
敗
に
備
え
て
…
…
を
か
け
る

16　

台
所
の
間
取
り
記
号

17　

…
…
が
残
る
試
合
で
し
た

18　

肩
が
上
が
っ
た
状
態
の
こ
と

21　

無
料
。
語
源
は
「
只
」
と
か

23　

マ
ラ
ソ
ン
、
散
歩
、
自
動
車
教
習

所
。
共
通
す
る
言
葉
は
？

24　

す
し
や
サ
ラ
ダ
、
漬
物
な
ど
で
食

べ
る
野
菜
で
す
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旧
暦
８
月
15
日
（
今
年
は
９

月
29
日
）
は
「
十
五
夜
」
で
、

「
中
秋
の
名
月
」
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
古
く
か
ら
月
を
眺
め
る

風
習
が
あ
っ
た
日
本
に
、
月
下

で
宴
を
催
す
中
国
の
行
事
が
平

安
貴
族
に
広
ま
り
、
江
戸
時
代

に
庶
民
も
十
五
夜
を
楽
し
む
よ

う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

で
は
、
十
五
夜
に
ス
ス
キ
を
飾

る
の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

〈
答
え
〉

十
五
夜
の
行
事
に
は
、
農
作

物
の
豊
作
を
祈
り
収
穫
に
感
謝

す
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
稲
穂

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの７文字をうまく並

べてできる言葉は？　　　　　　　

                                                                                        　　（作・モロズミ勝）

を
供
え
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

稲
刈
り
前
の
こ
の
時
期
は
稲
穂

に
似
た
ス
ス
キ
で
代
用
し
た
と

伝
え
ら
れ
ま
す
。
ス
ス
キ
に
は

魔
よ
け
の
効
果
も
あ
る
と
さ
れ

ま
す
。
一
緒
に
備
え
る
団
子
は

豊
作
へ
の
祈
り
、
里
芋
は
収
穫

へ
の
感
謝
を
意
味
し
ま
す
。

　
　

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

岩
手
山
の
別
名
は
南
部
…
…

３

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
開
始
で
す

７

秋
と
い
え
ば
、
こ
の
童
謡

９

…
…
が
鳴
っ
た
ら
出
航

10

神
社
の
地
図
記
号
は
こ
れ

11

人
が
い
ま
せ
ん
ね

13

意
…
…
、
無
…
…
、
食
…
…

14

失
敗
に
備
え
て
…
…
を
か
け
る

16

台
所
の
間
取
り
記
号

17

…
…
が
残
る
試
合
で
し
た

18

肩
が
上
が
っ
た
状
態
の
こ
と

21

無
料
。
語
源
は
「
只
」
と
か

23

マ
ラ
ソ
ン
、
散
歩
、
自
動
車
教

　
　

習
所
。
共
通
す
る
言
葉
は
？

24

す
し
や
サ
ラ
ダ
、
漬
物
な
ど
で

　
　

食
べ
る
野
菜
で
す

　
　タ
テ
の
カ
ギ

１

農
場
。
野
球
で
も
使
い
ま
す

２

品
書
き
に
「
…
…
」
と
あ
る
と

　
　

注
文
し
づ
ら
い
で
す
ね

３

原
子
番
号
79
、
元
素
記
号
は
Au

４

約
３
・
３
平
米
あ
る
計
量
単
位

５

魚
介
類
を
生
き
た
ま
ま
食
べ
ま

　
　

す
。
…
…
食
い

６

柄
の
付
い
た
浅
い
調
理
器
具

８

フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
の
ト
レ
ー

　
　

ド
マ
ー
ク
と
い
え
ば

10

６
県
あ
り
ま
す
。
…
…
地
方

12

ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
の
切
り
札

15

９
月
第
３
月
曜
日
は
…
…
の
日

16

練
習
で
す
。「
…
…
を
つ
け
る
」

19

別
名
は
「
キ
ネ
ズ
ミ
」

20

瀑
布
（
ば
く
ふ
）
と
も
言
う

22

建
物
を
支
え
る
構
造
部
材

　 　　　　　　   答え　「ホームランオウ（王）」 十
五
夜
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夏
は
お
い
し
い
果
物
が
た
く

さ
ん
出
回
る
季
節
。
中
で
も
、

メ
ロ
ン
は
高
級
フ
ル
ー
ツ
の
代

名
詞
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
果
物

の
王
様
」
的
な
存
在
と
い
え
ま

す
。
そ
の
最
大
の
特
徴
と
い
え

ば
、
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
皮
の
網

目
で
す
が
、
こ
れ
は
何
？

〈
答
え
〉

果
肉
が
成
長
し
て
大
き
く
な

る
時
、
外
側
の
皮
が
は
じ
け
て

ひ
び
が
で
き
ま
す
。
網
目
は
、

こ
の
ひ
び
が
か
さ
ぶ
た
の
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
す
。
メ
ロ
ン

は
こ
の
網
目
の
あ
る
な
し
で
、

ネ
ッ
ト
系
と
ノ
ー
ネ
ッ
ト
系
に

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの５文字をうまく並

べてできる言葉は？　　　　　　　

                                                                                        　　（作・モロズミ勝）

分
類
。
ネ
ッ
ト
系
に
は
マ
ス
ク

メ
ロ
ン
や
ア
ン
デ
ス
メ
ロ
ン
な

ど
高
級
品
が
多
い
の
が
特
徴
で

す
。
マ
ス
ク
は
香
水
の
原
料
に

も
な
る
「
じ
ゃ
こ
う
」
の
こ
と

で
、「
よ
い
香
り
」と
い
う
意
味
。

「
ア
ン
デ
ス
」
は
「
安
心
で
す
」

が
名
前
の
由
来
で
す
。

　
　

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

う
ろ
こ
雲
と
も
い
う
巻
積
雲

５

…
…
に
耳
あ
り
障
子
に
目
あ
り

７

ビ
ー
ル
と
い
え
ば
、
こ
の
国

８

Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
Ｍ
は
？

10

急
（
せ
）
い
て
は
事
を
…
…

11

…
…
方
、
…
…
心
、
…
…
元

12

間
に
合
っ
て
い
ま
す
。
…
…
サ

　
　

ン
キ
ュ
ー
で
す

13

全
国
い
た
る
所
。
…
…
浦
浦

15
「
…
…
布
武
」
は
織
田
信
長
が
印

　
　

章
に
用
い
た
言
葉

1717

小
説
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」
を

小
説
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」
を

　
　

書
い
た
の
は
？

20

小
規
模
な
医
療
施
設

21

Ａ
Ｐ
と
か
Ｕ
Ｐ
Ｉ
は
…
…
社

　
　

タ
テ
の
カ
ギ

１

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
…
…
を
た

　
　

く
さ
ん
掘
っ
た
故
中
村
哲
医
師

２

海
外
で
は
ド
レ
ス
シ
ャ
ツ

３

ぜ
い
た
く
を
し
な
い
生
活

４

カ
エ
デ
科
の
数
種
を
こ
う
呼
ぶ

５

…
…
活
、
…
…
適
、
…
…
挙

６

こ
の
国
も
ビ
ー
ル
で
有
名
で
す

こ
の
国
も
ビ
ー
ル
で
有
名
で
す

９

霊
長
類
と
は
人
間
を
含
む
…
…

　
　

の
仲
間
で
す

11

ア
シ
カ
の
仲
間
の
海
獣

12

手
応
え
な
し
。
…
…
に
腕
押
し

14

兵
庫
県
豊
岡
市
と
い
え
ば
全
国

　
　

有
数
の
…
…
の
産
地
で
す

15

手
間
が
か
か
る
こ
と

16

昼
休
み
の
…
…
で
午
後
の
仕
事

　
　

は
能
率
ア
ッ
プ

18

…
…
は
友
を
呼
ぶ

19

元
素
番
号
26
、
元
素
記
号
は
Fe

　 　　　　　　   答え　「セミシグレ（せみ時雨）」 メ
ロ
ン
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（
敬
称
略
）

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。夏
休
み

家
の
中
で
も
熱
中
症
に
な
ら
な
い

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。で
も
つ
め

た
い
も
の
を
と
り
す
ぎ
て
、お
な
か

を
こ
わ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
た

い
で
す
。�

（
太
田
市　

あ
か
り
ん
）

暦
は
９
月
に
入
り
ま
し
た
が
、
朝

晩
を
除
き
昼
間
の
暑
さ
は
衰
え
て

い
ま
せ
ん
ね
。飼
育
し
て
い
る
メ
ダ

カ
も
泳
ぎ
に
元
気
が
な
く
、
餌
の

食
い
つ
き
が
悪
い
で
す
。私
た
ち
夫

婦
は
、
暑
さ
に
負
け
ぬ
よ
う
栄
養

ド
リ
ン
ク
を
飲
み
な
が
ら
、老
体
に

ム
チ
打
っ
て
何
と
か
耐
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、一
緒
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。�

（
前
橋
市　

い
が
り
ん
）

丹
治
さ
ん
長
い
間
、お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。「
伝
言
館
」
で
の
、
ご
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
お
身
体

を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。い
つ
か

訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
前
橋
市　

竹
内
弘
子
）

長
女
が
通
っ
て
い
た
幼
稚
園
、桜
の

木
が
さ
く
さ
ん
あ
っ
て
夏
は「
せ
み

し
ぐ
れ
」子
ど
も
達
は
せ
み
の
数
き

そ
っ
て
と
っ
て
い
ま
し
た
。
未
だ
に

彼
は
「
せ
み
と
り
に
い
さ
ん
」
で
と

お
っ
て
い
ま
す
よ
。（
今
、
長
女　

中
１
）�

（
前
橋
市　

マ
ル
ち
ゃ
ん
）

夏
本
番
、
あ
ち
こ
ち
で
花
火
大
会

や
夏
祭
り
の
笛
や
太
鼓
の
音
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
出
掛
け
る
事
は

無
理
で
す
が
、心
が
踊
り
ワ
ク
ワ
ク

で
す
。�

（
館
林
市　

ヨ
コ
タ
ン
）

す
て
き
れ
な
い
専
業
主
婦
の
夢
、宝

く
じ
。
売
り
場
の
前
で
足
が
、止
ま

っ
ち
ゃ
う
。
さ
い
ふ
の
中
身
確
認
し

な
が
ら
３
０
０
円
だ
す
。無
理
だ
ろ

う
け
ど
ね
、�（
太
田
市　

み
つ
ち
ゃ
ん
）

毎
日
毎
日
の
こ
の
暑
さ
。エ
ア
コ
ン

必
須
。食
料
も
電
気
代
も
高
騰
。買

い
物
行
く
た
び
に
、エ
〜　

こ
ん
な

に
高
く
な
っ
て
い
る
と
夫
と
顔
見

合
わ
せ
て
し
ま
う
。
気
温
だ
け
で

も
も
う
少
し
下
が
っ
て
ほ
し
い
と

思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

�

（
前
橋
市　

ば
ぁ
ば
）

シ
リ
ー
ズ
訪
問
看
護
①
を
読
ん

で
、私
も
い
つ
か
こ
の
様
な
心
配
を

す
る
時
が
来
る
と
思
い
ま
す
。そ
の

時
は
、
是
非
こ
の
様
な
訪
問
看
護

を
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
太
田
市　

春
山
祐
一
郎
）

例
幣
使
仮
装
行
列
、
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
貴
重
な
行
事
を
、こ
れ
か

ら
も
長
く
続
け
て
く
だ
さ
い
。

�

（
太
田
市　

サ
ラ
チ
ャ
ン
）

過
去
半
年
ほ
ど
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
に

挑
戦
し
て
ま
す
が
、合
格
は
や
っ
と

１
回
か
な
？
め
げ
す
に
頑
張
る
ぞ

？�

（
前
橋
市　

の
ぶ
さ
ん
）

第
161
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　
2023
・
9

茄
子
ゴ
ー
ヤ
肉
も
炒
め
て
夕
厨�

和
子

納
涼
祭
ほ
ほ
ゆ
る
ま
せ
た
フ
ラ
ダ
ン
ス�

星
子

風
の
盆
百
選
の
道
ま
だ
ぬ
く
し�

丑
男

虫
の
音
に
一
と
日
の
疲
れ
癒
す
か
な�

麗
子

投
稿夏

か
え
る
ホ
ッ
と
す
る
や
ら
寂
し
や
ら

�

中
島
喜
太
郎

天
才
に
運
は
要
ら
な
い
我
凡
人

�

石
田
俊
彦

湯
ど
う
ふ
に
薬
味
旨
し
や
唐
辛
子

�

金
子
純
代

ね
ぶ
た
祭
百
万
の
席
完
売
と
な

�

内
田
八
恵
子

【
俳
句
】

【
川
柳
】

お
茶
の
み
保
健
室
俳
句
会
　
2023
・
9

窓
開
け
る
狭
い
庭
に
も
虫
の
声�

克
ち
ゃ
ん

蟋こ
お
ろ
ぎ蟀

や
葉
に
穴
を
あ
け
て
顔
を
出
す�

け
ん
ち
ゃ
ん

身
の
丈
に
朝
顔
咲
い
て
つ
る
は
空�

章

居
心
地
の
良
さ
に
今
日
も
保
健
室�

松
ち
ゃ
ん

虫
が
な
く
秋
の
気
配
早
く
気
て�

ミ
ネ

幸
福
に
こ
こ
ま
で
生
き
た
敬
老
日�

和
ち
ゃ
ん

秋
麗
ら
イ
ヤ
リ
ン
グ
ゆ
れ
笑
い
声�

あ
こ
ち
ゃ
ん

秋
風
は
ま
だ
か
ま
だ
か
と
待
ち
わ
び
て�

Ｙ
ち
ゃ
ん

テ
レ
ビ
見
て
昔
の
簗
を
思
い
出
す�

洋
子

秋
空
や
俳
句
教
室
た
の
し
い
わ�

ゆ
み
こ

猛
暑
に
も
小
花
を
つ
け
て
初
雪
草�

マ
ー
ち
ゃ
ん

い
つ
も
母
が
こ
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

を
や
り
、
最
終
確
認
で
娘
が
仕
上

げ
を
し
て
ま
す
。今
回
は
難
し
か
っ

た
よ
う
で
、な
ぜ
か
２
と
10
の
タ
テ

が
同
じ
答
え
が
入
っ
て
ま
し
た
。今

回
、初
め
て
ハ
ガ
キ
を
送
っ
て
み
ま

し
た
。
当
た
る
と
い
い
な
…
。
ま
た

難
し
い
問
題
お
ね
が
い
し
ま
す
？

�

（
前
橋
市　

り
ょ
う
す
け
の
バ
ァ
バ
）

団
地
の
入
口
に
あ
る「
お
茶
の
み
保

健
室
」
の
ミ
ニ
花
壇
に
今
年
は
、白

絹
病
と
や
ら
が
発
生
し
、
ほ
ぼ
全

滅
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
角

と
ら
の
尾
、
姫
ひ
ま
わ
り
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、
日
々
草etc

」
が
数
本

残
し
た
だ
け
で
…
本
当
に
が
っ
か

り
？
団
地
の
人
に
も
喜
ば
れ
て
い

た
の
で
、こ
れ
に
め
げ
ず
し
っ
か
り

土
の
消
毒
を
し
な
け
れ
ば
…
。で
も

嬉
し
い
こ
と
に
「
西
洋
芙
蓉
」の
株

を
植
え
て
下
さ
っ
た
方
が
居
て
、こ

れ
が
今
す
ご
い
花
を
咲
か
せ
て
く

れ
て
い
ま
す
。や
っ
ぱ
り
花
は
人
の

心
を
癒
し
、和
ら
げ
る
も
の
だ
な
あ

と
、
し
み
じ
み
感
じ
ま
す
。

（
伊
勢
崎
市　

わ
た
ぐ
も
）

週
２
回
ほ
ど
近
く
の
低
山
に
登
っ

て
ま
す
。
熱
中
症
に
気
を
つ
け
水

分
を
多
め
に
と
り
朝
早
め
に
歩
き

ま
す
。�

（
太
田
市　

つ
る
子
）

今
年
の
夏
の
暑
さ
は
本
当
に
大
変

で
す
。熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
て
、水
分
を
と
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
な
の
で
、
家
で
身
体

を
休
め
て
い
ま
す
。�

（
日
々
草
）
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理
事
会
だ
よ
り

●
８
月
日
26
日
（
土
）
定
数
28
名
中
24
名
の

出
席
で
第
４
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題

①�

会
務
報
告

②�

専
門
委
員
会
報
告

③��

第
一
四
半
期
経
営
概
況
と
経
営
改
善
方

針
に
関
す
る
件

④��

新
病
院
基
本
計
画
進
捗
状
況
に
関
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群馬中央医療生協はいま（2０23年8月末）
組　合　員� 3５，０83人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： 26，2０9人
　太田・館 林 地 域　組合員：　５，8０8人
　桐生・みどり地域　組合員：　2，929人
　その他の地域　組合員：　　137人

出　資　金� 9億6,５94万6,6００円
一人平均出資金� 27，５33円

 前橋市 

 太田市 

前橋協立病院　健診室

前橋協立診療所

太田協立診療所

ご予約・お問い合わせ　TEL　027-265-3511(代表)
平日　９時30分〜16時30分

予約受付中！
ご予約・お問い合わせ　TEL　027-231-6060

予約受付中！
各種オプション検査・人間ドックも実施しています。

2023年度 自治体健診

感染対策を行い、安心して受診することが
できますので、ぜひご予約ください。

特定健診・ヘルスチェック
大腸がん・前立腺がん・肝炎ウイルス検診

５月１日〜12月20日
随時受付中！

—胃がん検診は要予約です。一度ご来所ください—
ご予約・お問い合わせ　TEL0276-45-4911

 桐生市・みどり市 

ご予約・お問い合わせ　TEL 0277-53-3911

桐生協立診療所

わたらせ みどり健診６月１日〜12月28日まで

桐生地区　収穫祭・野外コンサート・
禁煙ポスター展のお知らせ

＜収穫祭・野外コンサート＞  

日時：10月21日（土）14：00 ～ 15：30
場所：桐生協立診療所 駐車場　桐生市相生町2-554-7

出演：桐生清桜高校和太鼓部・桐生高校吹奏楽部

出店： 産地直送野菜・焼きまんじゅう・パン・焼き菓子・ 

健康チェックなど

※雨天の場合、野外コンサートは中止

＜禁煙ポスター展＞  
日時：10月21日（土）〜 10月28日（土）まで

場所：桐生協立診療所１階　外来待合室

お問い合わせ：組合員活動課（桐生地区）

TEL 0277-55-5777

中毛地区生協強化月間イベント企画

「ボッチャ体験会」のお知らせ

小さいお子様からご高齢の方まで楽しめるスポーツ「ボッチャ」！
初めての方でも簡単に体験することができます。
キッチンカーやお惣菜販売などを行い、お土産も準備しています。
ぜひ、お友達やご家族と一緒にご参加ください!!

【申し込み・お問い合わせ】
生協本部　組合員活動課
TEL	027-265-3531（代表）
FAX	027-265-3532
←こちらからもお申し込みできます！

11月11日（土）10：00 ～ 12：00

会　場：生協会館２・４階ホール
定　員：50名
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協立歯科クリニック前橋市朝倉町830-1� ☎027-265-6601
月 火 水 木 金 土 あ

く
ま
で
も
、
基
本
体
制
の
た
め
、
診
療
月
に
よ
っ
て
は
、

祝
祭
日
、
休
日
の
取
得
等
に
よ
る
変
動
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

午前
8:40～
12:00

半澤 半澤
（偶数月第3休診） 半澤 半澤 半澤

（第2,3,4,5）
半澤

(第1,3,4,5）

萱間 萱間
(偶数月第３） 萱間 萱間 萱間

(第1,奇数月第4）
萱間

(第2,4,5）
浅見 浅見 浅見 浅見 浅見 浅見

午後
火・金		12:30～ 16:30
月・水		13:30～ 16:30
  木  		15:00～16:30

半澤
(奇数月第4）

＊歯科医の研修等で変更に
なることがあります。担当
制を希望される方は、お手
数ですが事前にお問い合わ
せ下さい。
＊待ち時間をなくすため
に、予約制になっておりま
す。お電話で予約できます。
＊診療時間中の急患は随時
受け付けておりますので、
ご連絡ください。
＊訪問診療をご希望の方
は、お問い合わせ下さい。

萱間
浅見

萱間
浅見

萱間
浅見

萱間
浅見

萱間（奇数月第4休診）
浅見

夜間
17:30～20:00
（もしくは17:00～20:00）

半澤
(偶数月第3）

半澤
(第1,奇数月第4）

萱間 萱間
(第2,3,4,5）

太田協立診療所太田市石原町927� ☎0276-45-4911
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

加藤
江田

（第１・３・５）
朱（予約）
（第２・４）

加藤
遠藤

加藤
遠藤

遠藤
服部

加藤
遠藤

第１週　遠藤　吉岡
第３週
加藤　堀口　遠藤
第４週　加藤　吉岡
第５週　遠藤　吉岡

午後
14:00～
17:00

小泉 遠藤
（15：00～） 江田 伊藤

遠藤
加藤

（15：00～）
夜間

17:00～ 加藤

訪問診療 加藤 遠藤 加藤 遠藤

内視鏡 櫻井 野田 小澤
※�糖尿病の方、健診・予防接種などの検査や経過観察のある方は、なるべくお早めに受付をお願い致します。
※�新型コロナウイルスワクチン接種のため、午後の診療時間が一部変更となる場合があります。

前橋協立病院前橋市朝倉町828-1　　☎�027-265ｰ3511（代）
月 火 水 木 金 土

内
科
／
総
合
診
療

午
前

初診 小　林修 中　村 小　野
高　柳 弘　中 保　田 大　宮

予
約
外
来

一般
瀧　口道
保　田
瀧　口由

瀧　口道（第２/４週）
工　藤瑞

瀧　口道
宮　澤
小　野芳
高　柳

西　上（第４休診）
小　林修
瀧　口由

瀧　口道
瀧　口由
西　上

瀧　口道
西上（第４週）

専門
内科/心療内科：鈴　木（第１/２/３/５週）
糖尿病：深　津
塵　肺：小　林
（第４週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津
循環器：須　賀
呼吸器：櫻　井
（第１/３/５週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病運動療法：深　津

（第１/３週）
糖尿病・甲状腺：吉　川 内科/心療内科：鈴　木

糖尿病：深　津

内科/心療内科：鈴　木（第１/４/５週）
循環器：久野（第１週）
呼吸器：砂長（第３週）
糖尿病・甲状腺：渋沢（第４・５週）
循環器：森（第３/４週）
神経・リハビリ：大竹（第３週）

午
後

初診 須　藤 工藤瑞 大　宮 弘　中 須　藤

＊夜間は予約患者さん専用外来となります。
＊急患の方はいつでもご相談下さい。

予
約
外
来

一般 田ヶ原 野　本
野　本
三　浦章
木　村

田ヶ原
橋　爪洋

専門 泌尿器（松尾/福田）
内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津

糖尿病・甲状腺：髙𣘺
肝臓：高　柳

循環器：金　古
糖尿病・甲状腺：新　井
呼吸器：新居（第４週）

心療内科：鈴　木
循環器：小保方（第１/３/５週）
糖尿病・甲状腺：登　丸

夜間 予約外来 内科/心療内科：鈴　木 三　浦章 西　上（第２・４週）

訪問
診療

午前 齋　藤 中　村

午後 瀧　口由（第１/３）
木　村 瀧　口由 宮　澤

保　田
岩　森（第１/３）
瀧　口由 西　上（第２・４週）

嚥下外来 午後 矢　島賢

小児科

午前 一般 矢　島
佐　藤 矢　島 齋　藤 矢　島

齋　藤
矢　島
齋　藤

齋　藤
佐　藤

午後
予
約
外
来

専門
神経発達：齋　藤
（第２/４週）

精神衛生相談：角　田

アレルギー：矢　島
（第３週休診）

アトピー教室：矢島
（第３週のみ）

神経発達：齋　藤

アレルギー：矢　島
（第１週休診）

精神衛生相談：角田

予防 予防接種：齋　藤
（第４週は午後３時迄）

予防接種：齋　藤
（第３休診）

乳児健診・予防接種
齋　藤（第２・４週）

夜間
一般 矢　島 齋　藤 （休診） 齋　藤 （休診）

専門 神経発達：齋　藤 喘息（予約制）第２休診：矢　島 喘息（予約制）第３休診：矢　島
神　経（第３休診）：齋　藤

産婦人科
産科

午前 婦人科 北　原
（10：00～）予約のみ

北　原
予約のみ 北　原 北　原（第１/３/５週）

西　出（第４週）産科
午後 婦人科 北　原 北　原 休　診　（手術） 北原（14:30～） 北　原
夜間 北　原（17:00～18:30）

外科 午前 休　診 飯　島哲 飯　島哲 飯　島哲 大　島 休　診
午後 長　岡（予約制）

整形外科 午前 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森（第４/５週休診）
午後 岩　森 岩　森 （岩森）※手術の場合は休診 岩森	※第１/３週休診 岩　森

脳神経外科 午前 朝　倉 朝　倉
骨 午前 茂　木	８：30～10：00

眼科 午前 山　田 森 森 山　田 山　田 休　診
午後 手　術 森

皮膚科 午前 工　藤隆

内視鏡 午前 胃 坂本（第２週休） 柿　崎 高草木 交替制 坂　本 交替制
午後 腸 岡　野 山　𥔎

健　診
午前 須　藤 伊　藤 矢　島 須　藤 須　藤
午前 乳腺・甲状腺 担当医 飯　島 飯　島 飯　島 大　島
午前 婦人科 根　岸 根　岸 飯　島 根　岸 北　原 北　原

小児科受付時間 午前8:00~11:30
夕方16:45~18:30（月・火・木）＊水・金の夜間外来（一般）は休診となります。 その他の科の受付時間

午前8:00~11:30 救急患者さんにおかれましては、この限りではございません。
電話にてお問い合わせ下さい。午後14:00~16:00

2023年10月１日現在の診療体制
第２土曜日・日曜日・国民の休日は休診
及び年末年始（12月30日〜１月３日）は休診

前橋協立診療所前橋市城東町３-15-28� ☎027-231-6060
月 火 水 木 金 土

午前　月～金
9:00～12:00
土　9:00～12:00
21日、28日
9:30～12:00

高柳（11:00まで）
井上
大野

高柳（11:00まで）
桑原

桑原
谷口

高柳（11:00まで）
井上
大野

高柳（11:00まで）
桑原

７日：高柳
21日：井上
28日：谷口

午後
15:30～17:00 高柳 桑原 井上 井上 井上

夜間 高柳
17:00～18:30

高柳
17:00～18:00

午前・午後とも、予約制となっています。予約がない場合、待ち時間が長くなることがあります。ご了承下さい。
※	新型コロナウイルスワクチン接種の対応のため、午後の診療時間と土曜の診療体制の一部を変更しています。
※レントゲン：月～金曜日の午前中　＊胃カメラ：月・火・木・金曜日午前
※休診：土曜日午後・第２土曜日・日曜日・国民の休日　＊訪問診療を行っています。詳しくはお問い合わせください。

桐生協立診療所桐生市相生町2-554-7

予約制(予約外受付可)☎0277-53-3911(予約電話）
受付時間 診療開始 月 火 水 木 金 土

診
療
科
　
内	

科

午前8:30～
12:00 9:00～ 西上 小林(第１・２)

西上（第３～５） 西上 鈴木(第４以外)
西上（第４） 小	林 西上(第１・3)

片岡（第４・５）
午後15:00～
17:00 15:30～ 西上 西上

（第１以外） 西上 西上 西上
（第1・３・５）

夜間17:00～
19:00 17:00～ 西上

(第２・４週)
新型コロナウイルスワクチン、インフルエンザワクチン接種実施中
介護に関する問い合わせ　　TEL:0277-53-3912
外来受診送迎実施中　（当生協組合員のみ、事前登録必要）
※10/16〜20日の午後、10/18は終日休診となります。

※第２土曜・
祝日　休診

診療体制は毎月変わる可能性がありますので、受診の際は最新号の「くらしと健康」をご覧いただくか、事業所へお電話でお問い合わせ下さい。
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